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81回目の
「沖縄慰霊の日」声明文

増税？ダメ♡絶対！デモ

“平和の最大の敵は無関心である”

奥田ふみよ参議院議員
沖縄・伊江島へ

伊勢崎賢治・天畠大輔
木村英子・大島九州男
山本ジョージ・奥田ふみよ

第221回 特別国会
国会質問をピックアップ！



れ
て
い
る
。

　
令
和
7
（
２
０
２
５
）
年
度
の

「
沖
縄
こ
ど
も
調
査
」
に
よ
る
と
、

半
数
以
上
、
困
窮
層
に
至
っ
て
は
8

割
近
く
が
「
暮
ら
し
が
苦
し
く
な
っ

た
」
と
答
え
て
い
る
。
食
料
や
衣
料

が
買
え
な
か
っ
た
経
験
が
あ
る
と
い

う
回
答
も
10
年
前
に
比
べ
て
増
え
て

い
る
。
こ
れ
は
イ
ラ
ン
戦
争
以
前
の

回
答
で
あ
る
。
現
在
、
さ
ら
に
厳
し

い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
い
ま
必
要
な
の
は
、

日
米
共
同
訓
練
や
ミ
サ
イ
ル
基
地
の

整
備
で
は
な
く
、
徹
底
し
た
経
済
対

策
で
あ
る
。
武
器
よ
り
も
コ
メ
だ
。

　
沖
縄
を
二
度
と
戦
場
に
し
な
い
、

そ
し
て
「
防
衛
強
化
」
と
言
う
名
の

戦
争
準
備
の
犠
牲
に
も
し
て
は
い
け

な
い
。
れ
い
わ
新
選
組
は
そ
の
強
い

思
い
を
も
っ
て
、
軍
拡
に
抗
い
、
沖

縄
県
民
の
命
と
尊
厳
を
守
る
こ
と
に

つ
な
が
る
本
気
の
経
済
政
策
を
求
め

て
い
く
。
　

（
れ
い
わ
新
選
組
２
０
２
６
年
6
月
23
日
）

　
今
日
は
沖
縄
戦
で
犠
牲
に
な
っ
た

人
々
を
悼
み
、
こ
の
よ
う
な
悲
劇
を

繰
り
返
さ
な
い
と
誓
う
「
沖
縄
慰
霊

の
日
」
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
ぶ
つ

け
る
か
の
よ
う
に
政
府
は
レ
ゾ
リ
ュ

ー
ト
・
ド
ラ
ゴ
ン
と
い
う
日
米
共
同

の
軍
事
訓
練
を
決
行
し
た
。
こ
の
訓

練
で
は
宮
古
島
、
石
垣
島
、
普
天
間

に
陸
自
の
オ
ス
プ
レ
イ
を
投
入
す
る

と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
初
め
て
オ
ス

プ
レ
イ
が
飛
来
す
る
こ
と
に
な
る
宮

古
島
で
は
、
反
対
デ
モ
を
企
画
す
る

な
ど
住
民
が
抗
議
の
意
思
を
表
明
し

て
い
る
。
共
同
訓
練
に
関
し
て
住
民

説
明
会
の
開
催
を
求
め
ら
れ
て
も
、

防
衛
大
臣
は
拒
否
し
た
。
米
軍
と
連

携
を
強
化
す
る
た
め
に
沖
縄
県
民
の

意
志
を
無
視
す
る
、
政
府
の
乱
暴
な

態
度
に
我
々
は
抗
議
す
る
。

　
政
府
は
「
南
西
シ
フ
ト
」
の
旗
印

で
、
沖
縄
県
内
の
駐
屯
地
を
増
強
し
、

２
０
３
０
年
度
を
目
標
に
与
那
国
島

に
ミ
サ
イ
ル
部
隊
を
配
備
す
る
な
ど

沖
縄
の
「
基
地
化
」
を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
は
、
も
う
一
度
沖
縄
を
戦
場
に

し
よ
う
と
す
る
準
備
に
他
な
ら
な
い
。

こ
の
動
き
に
、「
野
党
」
は
徹
底
し

て
抵
抗
し
て
き
た
だ
ろ
う
か
。
辺
野

古
に
新
基
地
を
作
っ
て
も
普
天
間
が

返
還
さ
れ
な
い
懸
念
が
高
ま
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
辺
野
古
基
地

建
設
に
関
し
て
一
部
野
党
は
「
現
実

を
受
け
入
れ
る
し
か
な
い
」
と
容
認
。

南
西
諸
島
の
基
地
化
に
対
し
て
も
結

局
は
「
防
衛
力
強
化
」「
日
米
連
携

強
化
」
は
必
要
、
と
容
認
す
る
党
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
高
市
首
相
の

「
存
立
危
機
事
態
」
発
言
を
き
っ
か

け
に
し
た
中
国
と
の
関
係
悪
化
に
も

あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
お
り
、
勇
ま
し

い
だ
け
の
態
度
は
緊
張
関
係
を
高
め

る
だ
け
で
あ
る
。
れ
い
わ
新
選
組
は

沖
縄
を
米
中
対
立
の
前
線
に
す
る
こ

と
を
許
さ
ず
、
政
府
に
は
近
隣
諸
国

と
の
徹
底
し
た
平
和
外
交
と
対
話
を

推
進
す
る
よ
う
求
め
る
。

　
政
府
は
「
有
事
へ
の
備
え
」
と
し

て
南
西
シ
フ
ト
を
進
め
て
い
る
が
、

そ
も
そ
も
国
民
に
と
っ
て
今
が
「
平

時
」
と
言
え
る
状
態
だ
ろ
う
か
。
と

く
に
沖
縄
県
民
に
と
っ
て
は
、
非
常

事
態
と
も
い
え
る
現
実
が
常
態
化
し

て
い
る
と
言
え
な
い
か
。
米
軍
機
の

騒
音
は
日
々
続
き
、
２
０
２
５
年
に

は
米
軍
構
成
員
（
軍
人
・
軍
属
と
そ

の
家
族
）
に
よ
る
犯
罪
は
22
年
ぶ
り

に
１
０
０
件
を
超
え
た
。
さ
ら
に
は

イ
ラ
ン
戦
争
の
影
響
に
よ
っ
て
原
油

を
は
じ
め
と
し
た
物
価
高
も
加
わ
り
、

県
民
の
生
活
、
命
が
危
機
に
さ
ら
さ

「
沖
縄
慰
霊
の
日
」
の
６
月
23
日
は
沖
縄
で
の
組
織
的
戦
闘
が
終
結

し
た
と
さ
れ
る
日
で
あ
る
。
こ
の
戦
い
に
お
け
る
日
米
の
戦
死
者
は

約
20
万
人
、
そ
の
う
ち
12
万
人
以
上
が
沖
縄
県
民
で
あ
る
。
本
土
を

守
る
た
め
の
時
間
稼
ぎ
の
持
久
戦
に
子
ど
も
や
高
齢
者
ま
で
も
が

動
員
さ
れ
た
。
こ
の
政
府
の
過
ち
に
よ
っ
て
大
き
な
犠
牲
を
強
い
ら

れ
た
沖
縄
戦
が
終
わ
っ
た
日
か
ら
81
年
が
経
つ
。

81
回
目
の

「
沖
縄
慰
霊
の
日
」に
あ
た
っ
て

６
月
23
日
に
れ
い
わ
新
選
組
よ
り

声
明
が
発
表
さ
れ
ま
し
た

れいわと平和

2

全文はこちら

https://reiwa-shinsengumi.com/comment/28959/


3

何にも知らなければ
何にも知らないまま 過ごしていただろう

「知る」ということの覚悟
そこに向き合う
自分が生まれる前に 何があったか
その延長線上に 今 ここに生きてる

奥田ふみよ参議院議員
沖縄・伊江島へ

れいわと平和

日米合わせて、20万人以上の犠牲者を出したと言われる沖縄戦。東洋一と言われた飛行場があった伊江島（いえじま）。伊江島での戦いは、沖縄戦の縮図と言われている。

わびあいの里が運営する反戦平和資料館。
中には戦争の遺品や記録が展示されており、
平和や命の尊厳を学ぶことができる。

「平和のためには、戦争の原因を学ばなければならない」という考えのもと、資料館を作っ
た阿波根昌鴻（あはごんしょうこう）さん。資料館の別名は、ヌチドゥタカラ（命こそが
宝）の家。命を粗末にする戦争が絶対起こらないよう、「命こそが宝だという気持ちを強く
持ってもらいたい」という思いでやっている。

訪問の様子は「れいわ新選組 公式チャンネル」にて動画公開中。

戦
争
を
つ
く
る
人
た
ち
と
、
毎
日
の
よ
う
に
国
会
で
出
会
っ
て
い
ま

す
。
本
当
に
吐
く
よ
う
な
思
い
が
す
る
。
だ
か
ら
、
勉
強
し
に
来
た
。

ま
だ
少
し
し
か
見
て
い
な
い
が
、
言
葉
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
私
、

子
ど
も
３
人
い
る
ん
で
す
け
ど
、
産
着
の
上
か
ら
泣
く
子
ど
も
を
銃

剣
で
刺
し
殺
さ
れ
た
お
母
さ
ん
の
気
持
ち
を
想
像
し
よ
う
と
思
っ
て

も
想
像
で
き
な
い
ん
で
す
。

奥
田
ふ
み
よ

奥
田
ふ
み
よ

喜
納
政
次（
き
な
ま
さ
つ
ぎ
）常
務
理
事

ヌ
チ
ド
ゥ
タ
カ
の
家 

館
長

謝
花
悦
子（
じ
ゃ
は
な
え
つ
こ
）

戦
争
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
国
民
全
員

に
共
通
す
る
歴
史
と
思
っ
て
い
る
。
戦
争
と
い
う
も
の
は

勝
っ
て
も
負
け
て
も
悲
し
い
こ
と
、
こ
の
戦
争
の
反
省
、

何
を
し
で
か
し
た
か
と
い
う
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
わ
か
っ
て

も
ら
い
た
い
。
沖
縄
や
日
本
が
豊
か
で
、
本
当
に
戦
争
の

体
験
を
し
た
国
だ
と
い
う
こ
と
を
歴
史
に
残
し
て
、
二
度

と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
政
治
も
教
育
も
、

心
し
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。

平
和
は
ど
う
し
て
作
れ
る
か
。
党
派
、
宗
派
、
人
種
、
国
境
、
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
を
超
え
て
助
け
合
っ
た
と
き
実
現
す
る
。
私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
に

信
じ
て
お
り
ま
す
。
戦
前
は
国
の
予
算
の
半
分
以
上
、
昭
和
19
年
に
は
、

国
の
予
算
の
85
％
が
戦
争
に
使
わ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
戦
争
を
す
れ
ば
、

ほ
と
ん
ど
爆
弾
・
軍
艦
・
飛
行
機
に
金
は
流
れ
、
国
民
の
生
活
は
う
ん
と

苦
し
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
我
々
は
勉
強
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

今
、
国
会
の
中
で
様
々
な
戦
争
に
向
け
て
の
準
備
を
進
め

て
る
ん
で
す
。
こ
れ
ま
で
許
し
て
こ
な
か
っ
た
、
日
本
の

国
で
人
殺
し
の
武
器
を
造
っ
て
、
海
外
に
売
っ
て
金
儲
け

を
す
る
。
今
の
政
治
が
、「
武
器
を
造
り
、
海
外
に
売
っ
て

儲
け
て
い
く
」と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
た
。

動画はこちら

https://youtu.be/tXSyUBsOabo?si=7qj1QeMhfmsZbdFI


沖縄県の貧困率、実質賃金は全国でも特に深刻！

◉中小企業を守る政策はしっかりしてほしい。
◉三人の子どもを育てているが、それぞれにお金がかか
って大変。

◉毎日の食事もヒンスー(貧乏)な物食べてるよ。
◉体が不自由だから役所や銀行の手続きに行けなくて困
っている。　

◉税金の徴収は必要だろうが、その使い道の説明が足り
ていない。

◉友人が奨学金返済中。あと20年くらい続く、辛い。
◉介護従事者は大変だよ！

◉「辺野古はダメっ！」「頑張ってよ！」
◉「国はアメリカの言いなり」「自衛隊は災害救助特化
に限定すべき」

◉「憲法変えるなんてけしからん！」
◉政府の沖縄いじめをやめさせてほしい。
◉「自衛隊の軍拡、やり過ぎだ」
◉「憲法を変えて戦争を始めそうで、恐ろしい」
◉戦争だけはやめてほしい。みんな戦争がどんなに苦し
い事かわかっていない。人が人でなくなるのを見てき
た。日々の暮らしを守ってほしい。

沖縄県民の声

増税?ダメ♡絶対!デモ

沖縄県民の皆さまの声を
お聞きしました!

【あなたの好きな、れいわの政策は？】

2026.6/13-7/13
国
会
質
問

4

動画は
こちら

アンケートへの
ご協力ありがとう
ございました！

https://www.youtube.com/live/kh7XGwJgyD0?si=ww6r8VksFUgXP7ES


参議院議員 伊
い

勢
せ

崎
ざき

賢
けん

治
じ

1957年生まれ。東京外国語大学教授。元国連職員。
2000年から国連職員としてインドネシアからの
独立運動が起きていた東ティモールに赴き、国連
PKO暫定行政府の県知事を務めた。2001年からシ
エラレオネで国連派遣団の武装解除部長を担い、内
戦終結にも貢献。2003年から日本政府特別代表と
して、アフガニスタンの武装解除を担当した。

いせざき・けんじ

動画はこちら

れいわ新選組の伊勢崎賢治、天畠大輔、木村英子、大島九州男、
山本ジョージ、奥田ふみよの国会質問を掲載いたします。

精神論で自衛隊員は守れない。
軍事の連鎖を止め、

今すぐ停戦への対話を

予算委員会2026年3月17日 1

国
会
質
問

第221回特別国会

5

米・イスラエルによるイラン空爆で多数の市民が犠牲になっている現状について、
ガザ同様に両国へ即時停止を求めるよう総理に嘆願しました。

中東情勢緊迫化に伴い、ジブチの自衛隊基地の警備やリスクが高まる中、
隊員が公務中に過失事件を起こした場合に国内法で裁けない「法の空白」が

6年間放置されている点を批判。法治国家として速やかな国外犯処罰規定の法整備を求めました。
最後に、戦争の拡大阻止を望む湾岸諸国の本音を代弁し、
トランプ大統領へ停戦を説得するよう強く訴えました。

https://www.youtube.com/live/kh7XGwJgyD0?si=ww6r8VksFUgXP7ES


参議院議員 天
てん

畠
ばた

大
だい

輔
すけ

参議院議員 木
き

村
むら

英
えい

子
こ

1981年生まれ。14歳の時、医療ミスにより、
四肢麻痺・視覚障がい・嚥下障がい・発話障が
いを負い、重度の障がい者となり車椅子生活と
なる。2020年に一般社団法人「わをん」を立ち
上げ、重度障がい当事者の支援活動を開始。

てんばた・だいすけ

1965年生まれ。養護学校を卒業後、19歳
で地域での自立生活を始める。全国公的介
護保障要求者組合の書記長などを務め、長
年にわたり仲間と共に障害者運動を行う。

きむら・えいこ

動画はこちら

動画はこちら

誰もが学び、働き、投票できる
当たり前の環境へ。

軍事や対米投資よりも、この国の
人々の暮らしに真の「積極財政」を 

障害者の就労の権利が
保障される社会実現に

向けた介護制度を

予算委員会2026年4月7日

予算委員会2026年4月27日

2

3

6

重度障害者が就労すると福祉サービスの自己負担が2倍になる
「制度のゆがみ」について、社会参加全体を支えるための制度一本化、

また、障害の社会モデルに基づき、誰もが投票できる環境整備や郵便投票の対象拡大を求めました。
また、緊迫する中東情勢を受けた物価高の中で、軍拡や対米投資へ多額の予算を割き、

医療費等の国民負担を増やす政府予算案に強く反対。
生活となりわいを立て直す真の積極財政を訴えました。

重度障害者の就労や議員活動中に公的な重度訪問介護制度が利用できない
厚労省告示の規制を指摘。参議院では特例的に議員活動中の介護が認められていますが、

自治体議員の活動中には介護保障がないために食事やトイレ、体位交換ができないといった
健康・命の危険や活動断念のリスクを抱えています。介護者は障害者の生命線、

仕事と生命維持の介護を分ける現行制度は撤廃し、
障害者が安心して働くことができる社会の実現に向け、強く訴えました。

https://www.youtube.com/live/kh7XGwJgyD0?si=ww6r8VksFUgXP7ES
https://youtu.be/zVf7kjZxvH4?si=VQs1nUJvJUpzLJAI


参議院議員 大
おお

島
しま

九
く

州
す

男
お

衆議院議員 山
やま

本
もと

ジョージ

1961年生まれ。福岡県出身。平成３年よ
り連続３期、直方市市議会議員を務めた。

おおしま・くすお

早大卒。市民運動から政治の世界へ。1996年に衆院議員となる。秘書給与詐取事件による服役後、福祉施設に勤務。
2004年に著書『獄窓記』が新潮ドキュメント賞を受賞。テレビドラマ化もされる。以降、『累犯障害者』『出獄記』等を出
版し、福祉の代替施設と化す刑務所の問題を社会に提起。厚生労働科学研究や日本社会福祉士会の研究者となり、行政
機関に様々な提言をする。今では、それらのほとんどが実現。2007年に更生保護法人および就労支援のNPO法人を設
立し、現在も障がい者や生活困窮者への地域生活支援を続けている。

やまもと・じょーじ

動画はこちら

動画はこちら

高齢になった被害者の人たちの
救済は待ったなし。

これは政治として救うべきだ
という強い思いを持っている

予備費審議の早期化を求める。
能登の復興に十分な予算を確保すべき。

受刑者の更生、再犯を減らす
インフラに投資を

行政監視委員会2026年5月25日

決算行政監視委員会2026年6月3日

4

5

7

環境省発足の原点、公害病である水俣病。特に胎児性という、
胎内で影響を受けて生まれ、苦しんでいる人がいる。

65歳になった患者が年齢のみを理由に障害福祉サービスから
介護保険へ自動移行させられる問題について、当事者の思いを踏まえ、

首長の権限で障害福祉を継続できるよう、
市町村への強い助言や政治力を発揮するよう環境省に改めて強く求めました。

予備費調書の国会提出から1年後の審議は遅すぎる。
また、能登半島地震の対応には予備費ではなく十分な補正予算を迅速に組むべきだったと指摘。
さらに、我が国の刑務所は、他の先進諸国と比べて非常に少ない予算、人手で運営されている。

ノルウェーでは多額の予算を計上、教育プログラムも充実し、職員が受刑者の数を上回るような施設もある。
受刑者の更生と社会復帰を促し再犯率を下げるため、更なる予算と人員の配置を訴えました。

https://www.youtube.com/live/Jn_WUDQi4Ic?si=eIEz7vGTZ_EsAnpd
https://www.youtube.com/live/93WBZJiYAco?si=Bz7cJC2BPVvKu-Dy
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参議院議員 奥
おく

田
だ

ふみよ

1977年生まれ。糸島市在住、3人の子育てをしなが
らピアノ講師を務める。東日本大震災と福島原発事故
きっかけに、玄海原発再稼働差し止め要請書を提出す
るなど、積極的に市民活動を行っている。「全国カル
ト校則廃止プロジェクト」の代表として、人権上問題
のある校則の廃止活動にも取り組んでいる。

おくだ・ふみよ

動画はこちら

消費税廃止、社会保険料の減免
、全国民に現金給付！ 

これ以上、庶民から搾り取るな

予算委員会2026年6月5日 6

れいわ新選組は、皆さまからの寄附をお願いしておりま
す。頂きましたご寄附は、れいわ新選組が取り組んでい
る政治活動、事務所運営費等に活用させていただきます。

ご寄附の受付

最新情報をいち早くお届けします！

れいわオーナーズ・
フレンズの会員登録はこちら

れいわ新選組
HP はこちら

40年近く経済成長していない日本の現状について、
景気回復のカギである個人消費を増やすため、

迅速な一律消費税減税や現金給付を行うよう総理に迫りました。
開始時期が不透明な食料品減税などの政府方針に対し「生身の国民生活の窮状が分かっていない」と批判。
2年連続で１万件を超える全国の企業倒産を踏まえ、消費税廃止、社会保険料減免などの大胆な財政政策を

訴えました。また、防衛装備移転による武器輸出を強く非難し、政府補正予算案に反対しました。

https://www.youtube.com/live/JsTKZdgpLSA?si=-yDA5q5Luw4-Nl55
https://reiwa-shinsengumi.com
https://reiwa-shinsengumi.com/owners-friends/
https://reiwa-shinsengumi.com/donationtop/



